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第Ⅴ章　弥生時代集落と出土遺物の分析・検討

第１節　レプリカ法による午王山遺跡の栽培穀物調査

                                                           遠 藤　英 子

１　はじめに

　㛵東地方で本᱁ⓗ㎰⪔社会が成❧したとࡉれる弥生時代中期後半から後期にかࡅて、午王

山遺跡でどのような✐≀᱂ᇵが行われていたのかを᳨ウするため、ᙜヱ期の出土土器をほᐹ

してࣞ࢝ࣜࣉἲㄪᰝをᐇ᪋した。その⤖果をሗ࿌し若干の分析を行いたい。

　午王山遺跡の弥生時代は、中期後半の宮ノ台式期にはࡌまࡾ、間᩿期をᣳࢇで岩鼻式２・

３期（久ヶ原Ⅰ式ΰ成）、下戸塚式（久ヶ原Ⅱ式ΰ成）との流れが、᳨出住ᒃと出土土器の

ᵝ┦からண ࡉれている（柿沼本編第Ⅴ❶第３⠇）。ඛ行◊✲では東ி‴ᓊ域の久ヶ原式の

系⤫と、中部㧗地系᷸ᥥᩥを≉ᚩとする岩鼻式ࡸ、東海地方東部の菊川式系などእ来系土器

⩌との᥋ゐ地ᖏとしてὀ目を集め、集ᅋの⛣ືࡸ஺流について᳨ウࡉれてきた（松本 2007、

篠原 2009 など）。弥生時代中期後半から後期後半にかࡅて、武蔵野台地北➃、Ⲩ川ྑᓊのప

地をᮃࡴ⊂❧ୣに❧地する午王山遺跡では、␗なる土器をᦠ࠼たே々のどのようなඹ生もし

ࡳは஺代๻がᒎ㛤していたのだろうか。本稿では᱂ᇵ✐≀というど点からそれを᳨ウしてࡃ

たい。

　また᳜≀⪃古Ꮫⓗ㛵ᚰからは、一遺跡という、ྠ一生ែ環ቃ下で、␗なる✐≀᱂ᇵが行わ

れていたとすれば、それはẼೃࡸ土ተ、Ỉ฼などの生ែ環ቃせᅉによる㑅ᢥではなࡃ、それ

らも⯆࿡῝い᳨ウㄢ㢟であࡕこ、ࡾのᩥ化系⤫ᕪに⏤来するྍ⬟ᛶがあࣉ࣮ࣝࢢれの土器ࡒ

る。 

２　荒川中下流域の弥生時代後半の栽培穀物データ

　まࡎは、午王山遺跡周辺の弥生時代中期後半から後期後半の遺跡ですでにሗ࿌ࡉれている

᱂ᇵ✐≀᝟ሗについて⤂௓しておきたい。

　宮ノ台式土器では東ி㒔北区㣕㫽山遺跡でࣞ࢝ࣜࣉἲㄪᰝがᐇ᪋ࡉれ、ࢿ࢖ 11 点と࢟ࣅ

１点がሗ࿌ࡉれている（Ᏺ屋 2014）。また࿴ගᕷ西隣のᮅ㟘ᕷ向山遺跡ではࡸはࣜࣉࣞࡾ

࢝ἲで宮ノ台式土器から４ࢿ࢖点をྠᐃしている（遠藤 2014）。一方、宮ノ台式とేࡰ࡯

行する北島式を୺యとするጔ沼ప地の⇃谷ᕷ北島遺跡ྠࡸ前中西遺跡では、北島遺跡で࢖

ࢿ 10 点、࣡࢔ 20 点、࢟１ࣅ点、前中西遺跡でࢿ࢖ 17 点、࣡࢔ 31 点をྠᐃしている（遠藤

2014）。

　岩鼻式土器ではᮍሗ࿌資料ながらⴭ者がࣞ࢝ࣜࣉἲで、東松山ᕷ岩鼻遺跡で３ࢿ࢖点、࢔

࣡２点、ྠඵᖭ遺跡で２ࢿ࢖点、࣡࢔㸶点、࢟１ࣅ点、ྠ㧗ᆏ二␒町遺跡で３ࢿ࢖点、࣡࢔

２点、࢟１ࣅ点をྠᐃしている。

　久ヶ原式、下戸塚式、弥生町式のࣞ࢝ࣜࣉἲㄪᰝはᑡないが、午王山遺跡と 600P どと࡯

近ࡃ、時期ⓗにもేᏑもしࡃはわࡎかに後⥆すると⪃࠼られる࿴ගᕷ吹上遺跡では、下戸塚
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式土器から３ࢿ࢖点と࢟４ࣅ点、弥生町式土器から２ࢿ࢖点をྠᐃしている（遠藤 2016）（１）。

　一方、岩鼻式３期からኚᐜしたとࡉれ（柿沼 2013）、後期中㡭に成❧したᅾ地の⦖ᩥ᪋ᩥ

を≉ᚩとする吉ヶ谷式土器（下戸塚式 "前野町式ే行）のࣞ࢝ࣜࣉἲㄪᰝでは、ᆏ戸ᕷ下田

遺跡でࢿ࢖ 46 点、࣡࢔ 16 点、࢟ࣅ㸴点を（柿沼・遠藤 2019）、ᔒ山町大野田西遺跡でࢿ࢖

㸴点と࣡࢔㸳点をྠᐃしている（遠藤 2014）。

　また࿴ගᕷᕷሙᓙ・ᕷሙ上遺跡の弥生時代後期後半と⪃࠼られる第 41 号住ᒃ跡出土土器

137 点からは４ࢿ࢖点をྠᐃしている（遠藤 2014）。 

　一方、Ⅳ化大型᳜≀遺యࢱ࣮ࢹとしては、志木ᕷ田子山遺跡第 21 号住ᒃ跡から 81�481 点

のⅣ化ࢿ࢖と 194�993 点のⅣ化࣡࢔がሗ࿌ࡉれておࡾ（尾形 1998）、直᥋のⅣ⣲年代 ᐃも

ᐇ᪋ࡉれ、Ⅳ化ࢿ࢖ 1860 s 30\UB3、Ⅳ化࣡࢔ 1930 s 30\UB3 という⤖果をᚓている（㧗瀬・

遠藤 2010）。土器型式でゝ࠼ば午王山遺跡での下戸塚式新・新期とే行する㡭と఩⨨௜ࡅら

れよう。また前述の࿴ගᕷᕷሙᓙ・ᕷሙ上遺跡では、第 41 号住ᒃ跡ᗋ㠃出土の台௜⏎ෆ部

とその周辺からⅣ化ࢿ࢖が᥎ᐃಶᩘで 10�000 点௨上᳨出ࡉれている（࿴ගᕷ遺跡ㄪᰝ会・

࿴ගᕷ教⫱ጤဨ会 2013）（２）。この住ᒃ跡ᗋ㠃᳨出のⅣ化ᮦ（ࣛࢼࢥᒓ）のⅣ⣲年代 ᐃも

ᐇ᪋ࡉれ、1830 s 20B3 とሗ࿌ࡉれている。

　これらの᝟ሗをᴫほすると、東海地方東部に系㆕をもつ宮ノ台式土器୺యのࣉ࣮ࣝࢢでは、

᱂ᇵ✐≀はࢿ࢖に集中するഴ向が┳ྲྀࡉれ（３）、一方、中部㧗地ࡸ㛵東北西部と㛵㐃の῝い

北島式、岩鼻式、それに後⥆する吉ヶ谷式ࣉ࣮ࣝࢢではࢿ࢖と㞧✐の๭合は、ࡰ࡯┦半ばす

るというഴ向がぢられる。弥生後期の久ヶ原式、下戸塚式、弥生町式など東海系ࡸ東ி‴ᓊ

系とࡉれる土器⩌での᱂ᇵ✐≀についてはࢱ࣮ࢹがᑡなࡃ、いまࡦとつഴ向がุ↛としない。

一方、Ⅳ化᳜≀遺యからぢると、田子山遺跡ではࢿ࢖と㞧✐が」合しているが、ᕷሙᓙ・ᕷ

ሙ上遺跡ではࢿ࢖に集中しておࡾ、ᙜヱ期の✐≀᱂ᇵがࢿ࢖に集中するഴ向にあったのか、

と㞧✐が」合する᱂ᇵ形ែであったのか、その୧方が୪Ꮡしていたのか⌧≧では୙明でࢿ࢖

ある。

３　レプリカ法と種子同定基準

　土器にṧࡉれたᅽ⑞にࣥࢥࣜࢩᶞ⬡を඘ሸしてࣞ࢝ࣜࣉを᥇ྲྀし、その型ྲྀࡾしたࣞࣜࣉ

࢝を㉮ᰝ型㟁子㢧ᚤ㙾（6(0）などでほᐹ、ྠᐃを行うࣞ࢝ࣜࣉἲは、ᅽ⑞をṧしたᵝ々な

原ᅉ≀㉁を᥎ᐃできる᭷ຠな◊✲ᡭἲである（ଢ଼野・田川 1991）。なかでもᅽ⑞からそれを

ṧした᳜≀をྠᐃできる☜ᐇᛶの㧗い◊✲ἲとして、生ᴗ◊✲の分野で近年ᛴ㏿にᬑཬし、

日本ิ島ྛ地の⦖ᩥ時代から弥生時代の᳜≀ࢱ࣮ࢹが⵳✚ࡉれつつある。ࡌつは土器の⫾土

は 500 ಸの㢧ᚤ㙾ほᐹがྍ⬟な࡯どの㌿෗ຊをᣢっておࡾ、✀子表㠃⤌⧊の⣽かい形ែまで

ほᐹがྍ⬟なため、✀子のྠᐃ精ᗘが㧗まる。また日本の⪃古Ꮫが㛗年構⠏してきた精緻な

土器編年という時間のࣔノࢩࢧを౑ってྠᐃ資料の時期を᥎ᐃすることもྍ⬟である。

　ලయⓗᡭ㡰としては、まࡎ⫗║およ࣮࣌ࣝࡧによࡾ土器のෆእ㠃᩿ࡸ㠃をほᐹし、✀子⏤

来と᥎ᐃࡉれるᅽ⑞を᳨出し、ᅽ⑞ෆの◁などをᰂらかいࢱࣈẟṑࢩࣛࣈなどでࣥࢽ࣮ࣜࢡ

ࢻ࢖ࣟࣛࣃ）した上で、ձ㞳型๣ࢢ B�27 を㸳㸣⁐かしたࣥࢺࢭ࢔）のሬᕸ、ղࣥࢥࣜࢩᶞ

⬡（本ㄪᰝではࣝࢱࣥࢹ࣐ࣖࢡࢺ社〇࣮ࢱࢫࢸࢺࢵ࢕ࣇ࣐ࣖࢡࢺを౑用）の඘ሸ、ճ◳化を
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待ってࣞ࢝ࣜࣉのྲྀࡾ出し、մ 100㸣ࣥࢺࢭ࢔による㞳型๣の㝖ཤ、յ㉮ᰝ型㟁子㢧ᚤ㙾 (本

ㄪᰝでは明἞大Ꮫ日本古代Ꮫ◊✲ᡤᡤ蔵の .(<(1&( 9(�8800 を౑用 )によるほᐹ、᧜ᙳ、ྠ

ᐃ、記㘓という、おおよそ⚟岡ᕷᇙ蔵ᩥ化㈈࣮ࢱࣥࢭ方式（ẚ佐・∦ከ 2005）にᇶ࡙ࡃᡭ

㡰でᐇ᪋した。

　また✀子のྠᐃは、⌧生✀子との形ែⓗẚ㍑によࡾ行うが、୺な᱂ᇵ✐≀のྠᐃᇶ‽は௨

下の通ࡾである。

 ձ 2ࢿ࢖U\]D VDWLYD㸸⋞⡿（✛果）がෆእ㢒（いわࡺる࣑ࣔ࢞ࣛ）にໟまれた≧ែが⢄

である。⢄のഃ㠃ほは⣳㗽形で㸪⥔⟶᮰が⭡㠃㸪୧ഃ㠃㸪⫼㠃にྛ１本ࡎつ⦪㉮すること

から、ෆእ㢒でพฝのある表㠃形ែを࿊しておࡾ、⫗║では୧➃に཰᮰する⦪➽のように

ぢ࠼る。ෆእ㢒の表⓶⣽⬊には㢛⢏≧✺㉳（直ᚄ⣙ 50 ȣ）（図∧ 20 ෗┿１）、≧ែのⰋい

資料ではᇶ部に๪ㆤ✛（図∧ 20 ෗┿２）ࡸ小ᯞ᱾などがほᐹࡉれる。⋞⡿のሙ合はこの

㢛⢏≧✺㉳はほᐹࡉれࡎ、⬇がኻわれた部分がพࡳとしてほᐹࡉれる（図∧ 20 ෗┿３）。

 ղ 6࣡࢔HWDULD LWDOLFD　（/㸬）3�BHDXY�㸸ࣞ࢝ࣜࣉでほᐹࡉれる⏘≧はෆእ㢒のṧᏑし

た᭷ࡩ果の≧ែがከࡃ、⫼⭡㠃ほは༸≧෇形～ᴃ෇形で、ඛ➃は㕌㢌であまࡾ✺出しない。

ഃ㠃ほは、ࡸࡸ⊃い༸≧ᴃ෇形になࡾ、⫼㠃（እ㢒）ഃが⭾らࡳ、⭡㠃（ෆ㢒）ഃがࡸࡸ

平ᆠなಶయがከいが、୧方が⭾らࡴሙ合もある。ෆእ㢒の表⓶⣽⬊には࢚ノࢧࢢࣟࢥᒓ

≉᭷のங㢌≧✺㉳がㄆめられ、≉にእ㢒のங㢌≧✺㉳の直ᚄが 15�20 ȣ P であることࡸ、

それࡒれの✺㉳が␇≧に㐃なることなࡃ⊂❧している≉ᚩは、࣡࢔の野生✀࢚ノࢧࢢࣟࢥ

（㸶�15 ȣ P）との区分のᣦᶆの一つとࡉれる（1DVX HW DO 2007）（図∧ 20 ෗┿４� 㸳）。

ෆእ㢒のቃ目にはங㢌≧✺㉳のない平⁥な部఩が୕日᭶≧にほᐹࡉれる。ෆእ㢒の๤ࡅた

㢒果の≧ែでほᐹࡉれるࣞ࢝ࣜࣉもࡳられるが、このሙ合は⢏㛗の２㸭３࡯どの㛗ࡉでＡ

Ꮠ形をした⬇が≉ᚩである（図∧ 20 ෗┿㸴）（ᳺᆏ 1993）。

 ճ ࢟3ࣅDQLFXP PLOLDFHXP　/�㸸࣡࢔とྠࡃࡌ᭷ࡩ果の≧ែでほᐹࡉれることがከいが、

ࡴഃ㠃ほはෆ㢒ഃとእ㢒ഃの୧方が⭾ら、ࡾて大型で、⫼⭡㠃ほでは୧➃がᑤ࡭とẚ࣡࢔

ಶయがከい（図∧20෗┿㸵�㸶）。ෆእ㢒の表⓶は平⁥で、࣡࢔のようなங㢌≧✺㉳はない。

果⓶が࣡࢔よࡾཌいため、እ㢒がෆ㢒をໟࡳ㎸ࡴ部分で明░なẁᕪがつࡃ（図∧ 20 ෗┿

㸷）。㢒果の≧ែでほᐹࡉれるࣞ࢝ࣜࣉもࡳられ、⫼㠃の中ኸには⢏㛗の１㸭２࡯どの㛗

れる（ᳺᆏࡉの⬇がほᐹࡉ 1993）。

４　観察対象資料

　2013 年から 2014 年にᐇ᪋した午王山遺跡のࣞ࢝ࣜࣉἲㄪᰝについてはすでに࿴ගᕷࢪࢹ

࿴ගᕷで㎰⪔がጞまった㡭ࠖࠗࠕ）で公㛤しているが࣒࢔ࢪ࣮࣑ࣗࣝࢱ ࿴ගᕷ࣮࣑ࣗࣝࢱࢪࢹ

紀せ࠘第２号࣒࢔ࢪ UHNLWDPD�ZDNR�MS/PXVHXP/2016BZDNRBNL\R2B023�034�SGI）、今ᅇ、⥲

ᣓሗ࿌᭩ห行に㝿して二次ㄪᰝをᐇ᪋し、本稿では一次・二次のㄪᰝ⤖果をまとめてሗ࿌す

る。なお一次と二次のࢱ࣮ࢹを⤫一するため、࣒࢔ࢪ࣮࣑ࣗࣝࢱࢪࢹሗ࿌での土器型式ࡸ時

期ẚᐃを一部ಟ正している。

　一次ㄪᰝでは◚∦資料ྵめ 751 点の土器をほᐹした。ṧᛕながら土器型式ูの点ᩘを࢝࢘

出来ていない。二次ㄪᰝでは◚∦資料ྵめࢺࣥ 909 点の土器をほᐹし、その土器型式ูෆヂ
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は、宮ノ台式 27 点、岩鼻式 30 点、久ヶ原式 23 点、下戸塚式 829 点である。⥲ィで 1�660

点の土器をほᐹした。

５　調査結果

　第 28 表にᅽ⑞᳨出土器のᒓᛶとともにࣞ࢝ࣜࣉ資料のྠᐃ⤖果を示した。また第 29 表に

は土器型式ูのྠᐃ᱂ᇵ✐≀の集ィを示した。

　௨下に一部の資料の土器ᐇ 図、ᅽ⑞ࣉࢵ࢔ࢬ࣮ࣟࢡ෗┿、㉮ᰝ型㟁子㢧ᚤ㙾で᧜ᙳした

ീをᥦ示しながら、✀子ྠᐃ᰿ᣐをㄝ明する。ྛ土器の型式⣽分については柿沼⏬࢝ࣜࣉࣞ

ᖿኵのほᐹᡤぢにᇶ࡙いている。

GBY-0001 は、岩鼻式２期新ẁ㝵の土器を୺యとする第 74 号住 13 で⅔య土器とሗ࿌ࡉれて

いる山形ᩥをᣢつ久ヶ原Ⅰ式新（岩鼻式２期新ే行）のና᩿㠃から᥇ྲྀしたࣞ࢝ࣜࣉで、⣳

㗽形の඲形ࡸ表㠃の㢛⢏≧✺㉳からࢿ࢖⢄とྠᐃした（図∧ 20 ᐇ 図１・෗┿ 10�11）。

GBY-0002 は、岩鼻式土器がึ⌧する時期とࡉれる第 97 号住１から出土し、柿沼がཱྀࠕ縁部

がཷཱྀ≧のྡṧをṧすが⑞跡に㐣ࡎࡂ、⬗部には᷸ᥥ⦪⩚≧ᩥ・ᩳ᱁子≧ᩥがぢられࡎ、㢕

部᷸ᥥ⡘≧ᩥ・Ἴ≧ᩥにࡸࡸ஘れがある。ᢡࡾ㏉しཱྀ縁のᏑᅾなどのㅖ≉ᚩࠖから岩鼻式２

期（古）の≉ᚩをᣢつとした⏎の⬗部እ㠃から᥇ྲྀしたࣞ࢝ࣜࣉで、⣳㗽形の඲形ࡸ表㠃の

㢛⢏≧✺㉳からࢿ࢖⢄とྠᐃした（図∧ 20 ᐇ 図２・෗┿ 12�13）。

GBY-0005 ～ 0015 は、岩鼻式３期ẁ㝵を୺యとする第 105 号住１出土の、᷸ᥥᩥをᣢࡕ岩鼻

式３期とした小型⏎の⬗部ෆ㠃に３点、እ㠃に㸶点のᅽ⑞がほᐹࡉれた。᥇ྲྀしたࣞ࢝ࣜࣉ

から、ࢿ࢖⢄１点、࣡࢔✛果２点、࢟ࣅ᭷ࡩ果㸳点をྠᐃした（図∧ 21 ᐇ 図３）。

GBY-0005 は、⬗部እ㠃から᥇ྲྀしたࣞ࢝ࣜࣉで、୧➃がツࣥとᑤる඲形ࡸෆእ✛ቃ目のẁ

ᕪから࢟ࣅ᭷ࡩ果とྠᐃした（図∧ 21 ෗┿ 14�15）。

GBY-0006、-0009 は、⬗部እ㠃から᥇ྲྀしたࣞ࢝ࣜࣉで、⢏㛗の２㸭３࡯どの㛗ࡉでＡᏐ形

をした⬇がほᐹࡉれたため࣡࢔㢒果とྠᐃした（図∧ 21 ෗┿ 16�19）。

GBY-0012 は、⬗部ෆ㠃から᥇ྲྀしたࣞ࢝ࣜࣉで、⣳㗽形の඲形ࡸ表㠃の㢛⢏≧✺㉳から࢖

∧⢄とྠᐃした（図ࢿ 21 ෗┿ 20�21）。

GBY-0015 は、⬗部እ㠃から᥇ྲྀしたࣞ࢝ࣜࣉで、୧➃がツࣥとᑤる඲形ࡸෆእ✛ቃ目のẁ

ᕪから࢟ࣅ᭷ࡩ果とྠᐃした（図∧ 21 ෗┿ 22�23）。

GBY-0016 は、第 107 号住４出土の、下戸塚式中・古（久ヶ原Ⅱ式（古）ే行）とした⏎⬗

部እ㠃のᅽ⑞から᥇ྲྀしたࣞ࢝ࣜࣉで、⣳㗽形の඲形ࡸ表㠃の㢛⢏≧✺㉳からࢿ࢖⢄とྠᐃ

した（図∧ 21 ᐇ 図４・෗┿ 24�25）。

GBY-0017 は、第 128 号住１出土の、下戸塚式中・古とした台௜⏎⬗部እ㠃のᅽ⑞から᥇ྲྀ

したࣞ࢝ࣜࣉで、⣳㗽形の඲形ࡸ表㠃の㢛⢏≧✺㉳からࢿ࢖⢄とྠᐃした（図∧ 21 ᐇ 図

㸳/図∧ 22 ෗┿ 26�27）。

GBY-0018 ～ 0020 は、第 137 号住３出土の、久ヶ原Ⅰ式新（岩鼻式２式新ే行）とした㍯✚

表㠃の㢛⢏≧✺㉳からࡸれも⣳㗽形の඲形ࡎで、い࢝ࣜࣉ部ෆእ᩿㠃から᥇ྲྀしたࣞ⬗⏎ࡳ

∧⢄とྠᐃした（図ࢿ࢖ 22 ᐇ 図㸴・෗┿ 28�33）。

GBY-0022 は、第 141 号住 12 出土の、久ヶ原Ⅰ式新（岩鼻式３期୪行）とした㍯✚ࡳ⏎⬗部
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第 28 表　午王山遺跡ࣞ࢝ࣜࣉἲㄪᰝྠᐃ資料一ぴ
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第 29 表　午王山遺跡ࣞ࢝ࣜࣉㄪᰝ土器型式ูྠᐃ✐≀集ィ

እ㠃から᥇ྲྀしたࣞ࢝ࣜࣉで、⣳㗽形の඲形ࡸ表㠃の㢛⢏≧✺㉳からࢿ࢖⢄とྠᐃした（図

∧ 22 ᐇ 図㸵・෗┿ 34�35）。

GBY-0023 は、第 50 号住㸴出土の、下戸塚式中・新としたናのᗏ部እ㠃から᥇ྲྀしたࣞࣉ

ࣜ࢝で、⣳㗽形の඲形ࡸ表㠃の㢛⢏≧✺㉳からࢿ࢖⢄とྠᐃした（図∧ 22 ᐇ 図㸶・෗┿

36�37）。

GBY-0025 は、Ａ溝（第４次２号溝）出土の、下戸塚式中・新としたናのᗏ部እ㠃から᥇ྲྀ

したࣞ࢝ࣜࣉで、ෆእ㢒表㠃のங㢌≧✺㉳から࣡࢔᭷ࡩ果とྠᐃした（図∧ 23 ᐇ 図㸷・

෗┿ 38�39）。

GBY-0027は、第 30 号住出土の、下戸塚式中・新としたናのᗏ部እ㠃から᥇ྲྀしたࣞ࢝ࣜࣉで、

⣳㗽形の඲形ࡸ表㠃の㢛⢏≧✺㉳からࢿ࢖⢄とྠᐃした（図∧ 23 ᐇ 図 10・෗┿ 40�41）。

GBY-0029 は、第 104 号住出土の、下戸塚式新・新とした台௜⏎⬗部እ㠃から᥇ྲྀしたࣞࣉ

ࣜ࢝で、⣳㗽形の඲形ࡸ表㠃の㢛⢏≧✺㉳からࢿ࢖⢄とྠᐃした（図∧ 23 ᐇ 図 11・෗┿

42�43）。

GBY-0030 は、第 101 号住出土の、宮ノ台式のྍ⬟ᛶがある⏎ᗏ部እ㠃から᥇ྲྀしたࣞࣜࣉ

࢝で、⣳㗽形の඲形ࡸ表㠃の㢛⢏≧✺㉳からࢿ࢖⢄とྠᐃした（図∧ 23 ᐇ 図 12・෗┿

44�45）。ただし↓ᩥのᗏ部資料のため☜ᐇに宮ノ台式とはẚᐃできない。

GBY19-0031 は、第２次ㄪᰝ区一ᣓの久ヶ原Ⅰ式としたና㢕部᩿㠃から᥇ྲྀしたࣞ࢝ࣜࣉで、

⣳㗽形の඲形ࡸ表㠃の㢛⢏≧✺㉳からࢿ࢖⢄とྠᐃした（図∧ 23 ᐇ 図 13・෗┿ 46�47）。

GBY19-0040 は、第 114 号住出土の、下戸塚式新・新とした小型ና⬗部እ㠃から᥇ྲྀしたࣞ

∧⢄とྠᐃした（図ࢿ࢖表㠃の㢛⢏≧✺㉳からࡸで、⣳㗽形の඲形࢝ࣜࣉ 24 ᐇ 図 14・෗

┿ 48�49）。

GBY19-0048 は、Ａ溝（第 10 次１号溝）出土の、下戸塚式中・新としたና⬗部እ㠃から᥇ྲྀ

したࣞ࢝ࣜࣉで、⣳㗽形の඲形ࡸ表㠃の㢛⢏≧✺㉳からࢿ࢖⢄とྠᐃした（図∧ 24 ᐇ 図

15・෗┿ 50�51）。

GBY-0053 は、Ａ溝（第２次１号溝）出土の、下戸塚式中・新とした㧗ᆗᆗ部ෆ㠃から᥇ྲྀ

したࣞ࢝ࣜࣉで、⣳㗽形の඲形をᣢࡕ୧➃に向かう⦪➽≧のẁᕪはほᐹࡉれるものの、表

㠃には㢛⢏≧✺㉳がほᐹࡉれないため、ࢿ࢖⋞⡿とྠᐃした（図∧ 24 ᐇ 図 16・෗┿ 52�

53）。

GBY19-0054 は、第 84 号住出土の、下戸塚式中・古とした台௜⏎⬗部ෆ㠃から᥇ྲྀしたࣞࣉ

ࣜ࢝で、⣳㗽形の඲形ࡸ表㠃の㢛⢏≧✺㉳からࢿ࢖⢄とྠᐃした（図∧ 24 ᐇ 図 17・෗┿

54�55）。
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６　分析

　本ㄪᰝのලయⓗな◊✲目ᶆは、㛵東地方で本᱁ⓗ㎰⪔社会が成❧したとࡉれる弥生時代中

期後半から後期後半にかࡅて、午王山遺跡では (1) ✐≀᱂ᇵがすでに㛤ጞࡉれていたのか㸽 

(2) 系⤫が␗なる土器型式ࣉ࣮ࣝࢢでは、✐≀᱂ᇵ形ែにも㐪いはあるのか㸽 (3) ᱂ᇵ✐≀

に通時ⓗኚ化はࡳられるか㸽などのၥいにある。ṧᛕながら今ᅇのㄪᰝࢱ࣮ࢹからそれらす

ともẚ㍑しながら分ࢱ࣮ࢹることは㞴しいが、周辺地域の᪤Ꮡ࠼⟆とࡾてのၥいにしっか࡭

析をヨࡳたい。

　宮ノ台式土器からの同定穀物　☜ᐇに宮ノ台式とẚᐃできる土器から᱂ᇵ✐≀はྠᐃでき

なかった。前述した通ࡾ *B<�0030 はࢿ࢖であることは☜ᐇな資料だが、ᅽ⑞᳨出土器はᗏ

部のࡳの遺Ꮡのため☜ᐇに宮ノ台式土器とẚᐃできない。したがって午王山遺跡での弥生時

代ึ⌧期の宮ノ台式期に、✐≀᱂ᇵが㛤ጞࡉれていたのかどうか今ᅇのࣞ࢝ࣜࣉἲㄪᰝから

は明らかにすることはできなかった。ただ午王山遺跡での宮ノ台式の☜ᐇな住ᒃ跡は３㌺に

㐣ࡎࡂ、出土する宮ノ台式土器もᑡない。したがって、本ㄪᰝでの✐≀の୙ᅾはほᐹ土器点

ᩘ୙㊊に原ᅉがあるྍ⬟ᛶが㧗い（４）。一方で、ྠࡃࡌⲨ川下流域のᮅ㟘ᕷ向山遺跡ࡸ北区

㣕㫽山遺跡での宮ノ台式土器をᑐ㇟としたࣞ࢝ࣜࣉἲㄪᰝ⤖果から類᥎すれば、その生ᴗに

༨める๭合はᑡないとしても、すでに✐≀᱂ᇵが㛤ጞࡉれていたྍ⬟ᛶは㧗いと⪃࠼る。

　岩鼻式土器からの同定穀物　午王山遺跡での岩鼻式は２期古ẁ㝵から３期までの時間幅を

ᣢつとࡉれているが（柿沼 2009、2013）、岩鼻式２期古ẁ㝵のࢿ࢖⢄を１点と、岩鼻式３期

のࢿ࢖⢄１点、࣡࢔㢒果２点、࢟ࣅ᭷ࡩ果㸳点をྠᐃした。この⤖果からは㞧✐が୺でࢿ࢖

がకうような᱂ᇵ形ែとண ࡉれる。ただ１ࢿ࢖点௨እはす࡭て一ಶయの小型⏎にほᐹࡉれ

たᅽ⑞からのྠᐃであるため、ὀ意がᚲせであろう。一ಶయの土器から大㔞の✀子がྠᐃࡉ

れるഴ向は⦖ᩥ時代ᬌ期末のᾋ⥺ᩥ土器ࡸ弥生時代前半の෌ⴿ墓出土土器などにᩘከࡃぢཷ

られる≉ᚩで（遠藤ࡅ 2012、遠藤 2017 など）、これを✀子のഅ↛のΰධとするか意図ⓗな

ΰࡐ㎸ࡳとするかุ᩿が㞴しい。しかし、いࡎれにしても一ಶయの土器から࣡࢔、ࢿ࢖、࢟

れていたことࡉと㞧✐が」合ⓗに᱂ᇵࢿ࢖れたことは、岩鼻式土器期にࡉでྠᐃࢺࢵࢭがࣅ

の一つの᰿ᣐとなࡾᚓるのではないだろうか。前述した東松山ᕷෆ３遺跡での岩鼻式土器の

。でྠᐃしているࢺࢵࢭと㞧✐をࢿ࢖れの遺跡でもࡎἲㄪᰝでも、い࢝ࣜࣉࣞ

　久ヶ原式土器からの同定穀物　岩鼻式２期およ３ࡧ期とే行するとࡉれる（柿沼 2009）

久ヶ原式土器では、久ヶ原Ⅰ式新ẁ㝵（岩鼻式２期新ే行）の山形ᩥをもつናから１ࢿ࢖点、

久ヶ原Ⅰ式新ẁ㝵の㍯✚２⏎ࡳ点（岩鼻式２期新ే行と３期ే行）からࢿ࢖㸳点、久ヶ原Ⅰ

式のና㢕部᩿㠃から１ࢿ࢖点のィ㸵点のࢿ࢖をྠᐃしている。ほᐹ資料ᩘがᑡないため㞧✐

の᭷↓はุ᩿できないが、今ᅇの⤖果のࡳから᥎ᐃすれば、岩鼻式土器と久ヶ原式土器がే

Ꮡした㡭、午王山遺跡では、岩鼻式土器ࣉ࣮ࣝࢢによるࢿ࢖と㞧✐が」合する✐≀᱂ᇵと、

久ヶ原式ࣉ࣮ࣝࢢによる࡬ࢿ࢖の集中ᗘが㧗い✐≀᱂ᇵ、二つの✐≀᱂ᇵがేᏑしていたྍ

⬟ᛶがある。

　下戸塚式土器からの同定穀物　下戸塚式土器からはࢿ࢖ 20 点、２࣡࢔点、࢟１ࣅ点をྠ

ᐃした。ከࡃが下戸塚式中ẁ㝵とした土器からのྠᐃで、新・新ẁ㝵資料からはࢿ࢖㸳点で

ある。ࢿ࢖に集中しഹかに㞧✐がకうഴ向が┳ྲྀࡉれ、午王山遺跡での✐≀᱂ᇵはこのẁ㝵、
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稲స୺యに㌿᥮したྍ⬟ᛶがある。

　

７　考察

　土器型式と栽培穀物　弥生時代後期前半の岩鼻式土器からはࢿ࢖と㞧✐をྠᐃし、一方

久ヶ原式土器からはࢿ࢖のࡳをྠᐃした。もしも、ྠ一住ᒃෆで土器がΰࡾࡊ合う࡯どඹᏑ

していた２つの土器型式で、␗なる✐≀᱂ᇵが行われていたとしたら大ኚ⯆࿡῝い≧ἣであ

る。ࢿ࢖と㞧✐が⤌ࡳ合わࡉる᱂ᇵとࢿ࢖に集中する᱂ᇵ、二つの᱂ᇵ形ែが一つの生ែ環

ቃ下でేᏑしていたとするなら、それは᱂ᇵ✐≀の㑅ᢥがᚲࡎしも༢⣧に生ែ環ቃにつᐃࡉ

れるものではなࡃ、土器型式などのᩥ化ⓗ社会ⓗ⫼ᬒに⏤来するྍ⬟ᛶを示しているとゝ࠼

るのではないだろうか。ただṧᛕながら午王山遺跡での岩鼻式、久ヶ原式土器の出土㔞はᑡ

なࡃ（㸳）、今ᅇ二次ㄪᰝでほᐹできた資料も、岩鼻式 30 点、久ヶ原式 23 点に㐣ࡂない。今

後のࢱ࣮ࢹの⵳✚を待って、෌ᗘ᳨ウしたい。

　なおᆏ戸ᕷ下田遺跡は、岩鼻式からኚᐜしたとࡉれる弥生時代後期後半の吉ヶ谷式を୺య

とする遺跡で、本来ୣ㝠などに❧地するとࡉれる吉ヶ谷式の中で、Ⲩ川中流域のప地࡬❧地

を⛣しているᩘᑡない遺跡である。一ぢこのような集落❧地のኚ化はỈ田稲సを志向しての

⛣ືともゎ㔘ࡉれるが、しかし前述したとお࢝ࣜࣉࣞ、ࡾἲㄪᰝ⤖果はࢿ࢖と㞧✐が」合し

ていた。

　栽培穀物の通時的変化　午王山遺跡で環濠が⠏造ࡉれたのは弥生時代後期下戸塚式期と᝿

ᐃࡉれているが（柿沼 2009）、今ᅇのㄪᰝではࡻࡕうどこの時期に、ࢿ࢖と㞧✐が」合する

᱂ᇵ形ែから、稲స࡬の集中という㌿機がண ࡉれた。ただ前述したように、ేࡰ࡯行し後

⥆する吹上遺跡のࣞ࢝ࣜࣉἲㄪᰝでは࡬ࢿ࢖の集中はぢられࡎ、一方、Ⅳ化✐≀からは後⥆

するᕷሙᓙ・ᕷሙ上遺跡で一住ᒃෆでの࡬ࢿ࢖の集中がぢཷࡅられるが、志木ᕷ田子山遺跡

住ᒃでは大㔞のࢿ࢖と࣡࢔が᳨出ࡉれている。したがってࢿ࢖と㞧✐が」合する᱂ᇵとࢿ࢖

に集中する᱂ᇵ、二つの᱂ᇵ形ែが弥生時代後期のⲨ川下流域でేᏑしていたのか、୙༑分

なࡸࢱ࣮ࢹㄪᰝἲによるࢫ࢔࢖ࣂなのか、こࡕらも⌧≧でのุ᩿は㞴しい。ただⲨ川中流域

の吉ヶ谷式土器のࣞ࢝ࣜࣉἲㄪᰝ⤖果からࡳても、この地域では弥生時代後期にධっても᱂

ᇵ✐≀はᚲࡎしもࢿ࢖に集中していたわࡅではなࡉそうで、そのከᵝᛶのせᅉも今後の᳨ウ

ㄢ㢟である。

８　おわりに

　弥生㎰⪔の㛵東地方࡬のἼཬについては、土器のᵝ┦࢝ࣜࣉࣞࡸἲㄪᰝ⤖果からࡳてከᵝ

な࣮ࣝࢺが᝿ᐃࡉれるが、弥生時代中期の中部㧗地では、おそらࡃ北㝣地方の小松式土器

からのᙳ㡪をཷࡅたᰩᯘ式土器ᅪでࢿ࢖と㞧✐が」合した✐≀᱂ᇵがᗈ⠊ᅖにᒎ㛤してお

㤿ሙ・遠藤）ࡾ 2017）、その」合ⓗ✐≀᱂ᇵはᰩᯘ式土器とともに中期後半には⇃谷ᕷ北島

遺跡ࡸ前中西遺跡に฿╔している（遠藤 2018D）。そして、後期吉ヶ谷式୺యのᆏ戸ᕷ下田

遺跡でも㋃くࡉれている（柿沼・遠藤 2019）。一方、ኴ平ὒἢᓊを東に㎺る࣮ࣝࢺでは、よ

か࡯れていたようで（篠原ࡉした✐≀᱂ᇵがᑟධࢺࣇࢩにࢿ࢖ࡾ 2012、遠藤・㧗瀬 2012）、

中期後半の南㛵東を中ᚰとした宮ノ台式土器ᅪでは、大塚遺跡で┳ྲྀࡉれたように（佐々木
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。れているࡉの集中がሗ࿌࡬ࢿ࢖（2017

　このような、࣮ࣝツをྠࡃࡌしながらも系㆕の␗なる✐≀᱂ᇵᣑᩓの２本の࣋ࣝࢺࢡが㛵

東地方で෌ࡧ஺ᕪしたሙᡤこそが、午王山遺跡だったのではないかというのが筆者のண で

ある。

　午王山遺跡出土土器のࣞ࢝ࣜࣉἲㄪᰝならࡧに本稿のᇳ筆にᙜたっては、鈴木一郎Ặ、中

岡㈗⿱Ặはࡌめ࿴ගᕷ教⫱ጤဨ会のⓙᵝに大ኚおୡヰになった。午王山遺跡出土土器の時期

ẚᐃにᙜたっては、柿沼ᖿኵẶに㈗㔜なご教示を㈷った。また東松山ᕷのᮍⓎ表資料の࣮ࢹ

の㢧ᚤ㙾ほᐹに㝿࢝ࣜࣉ౑用については、東松山ᕷ教⫱ጤဨ会のご㓄៖があった。᥇ྲྀࣞࢱ

しては、明἞大Ꮫ日本古代Ꮫ◊✲ᡤᡤ蔵の㉮ᰝ型㟁子㢧ᚤ㙾（.(<(1&( 9(�8800）を౑用ࡉ

せていただいた。おୡヰになったⓙᵝがたにこのሙを೉ࡾてお♩⏦し上ࡆます。

࠙トࠚ

１）本稿ではࠗ࿴ගᕷ࣒࢔ࢪ࣮࣑ࣗࣝࢱࢪࢹ紀せ࠘第２号での土器時期ẚᐃを一部改めて⣽分して分析し

ている。

２）ᕷሙᓙ・ᕷሙ上遺跡では、ࣞ࢝ࣜࣉἲでࢿ࢖が４点のྠࡳᐃࡉれたのにᑐして、Ⅳ化ࢿ࢖が 10�000 点

௨上᳨出ࡉれている。ྠᵝのഴ向は志木ᕷ田子山遺跡でも┳ྲྀࡉれ、81�481 点のⅣ化ࢿ࢖と 194�993

点のⅣ化࣡࢔にᑐして、ࣞ࢝ࣜࣉἲからは２ࢿ࢖点と１࣡࢔点しかྠᐃできていない。土器にᅽ⑞が

ṧる☜⋡は㠀ᖖにపいとᛮわれるため、ࣞ࢝ࣜࣉἲのྠᐃᩘが඲య㔞を཯ᫎしているとはゎ㔘できな

い。一方でࡸはࡾ㝈ᐃⓗなⅣ化✐≀の᳨出もごࡃ一⯡ⓗなᩘなのか≉Ṧな౛なのか୙明であࡾ、どࡕ

らがᐇ㝿にᏑᅾした✐≀のᐇែに近いのかุ᩿が㞴しい。ただᙜヱ期のࣞ࢝ࣜࣉἲㄪᰝをᐇ᪋すると

ᩘはᑡないながら᱂ᇵ✐≀がࡰ࡯いࡎれの遺跡資料からもྠᐃࡉれるが、Ⅳ化✀子の᳨出は࣮ࣟࣇ

㝈ᐃⓗである。⌧≧ではᐃ㔞ⓗな㆟ㄽはなかなか、ࡾἲが༑分にᬑཬしていないこともあࣥࣙࢩ࣮ࢸ

ᅔ㞴であるが、ࡉまࡊまなᡭἲからࢱ࣮ࢹを⵳✚し、そのࢱ࣮ࢹをすࡾ合わせて分析していࡃことが

ᚲせと⪃࠼る。

３）宮ノ台式土器を୺యとするᶓ὾ᕷ大塚遺跡のࣞ࢝ࣜࣉἲㄪᰝでは、ࢿ࢖ࠕと࢚࣐ࢦのᅽ⑞が᳨出ࡉれ 、ࠖ

3000ࠕ 点௨上の土器◚∦ࡸ完形土器のᅽ⑞をㄪᰝしたが、ࣅ࢟ࡸ࣡࢔などの㞧✐は１点も᳨出ࡉれて

いない （ࠖ佐々木 2017）とのሗ࿌がある。一方、㏸子ᕷ池子遺跡のࣞ࢝ࣜࣉἲㄪᰝでは、宮ノ台式土

器から28ࢿ࢖点、２࣡࢔点、࢟ れている（遠ࡉྲྀ┳㞧✐がకうഴ向がࡾが୺యとなࢿ࢖、㸳点をྠᐃしࣅ

藤 2018E）。

４）ṧᛕながら一次ㄪᰝでは土器型式ูのほᐹ土器点ᩘを࢝࢘ࣥࢺしていないが、二次ㄪᰝでは宮ノ台式

27 点、岩鼻式 30 点、久ヶ原式 23 点、下戸塚式 829 点をほᐹしている。このෆヂからも下戸塚式土器

がほᐹ土器の࡯とࢇどを༨めていることは☜ᐇで、また午王山遺跡の弥生土器の型式ูෆヂもそれ࡯

ど㐪わないと⪃࠼る。

㸳）ᅾ地系とࡉれる久ヶ原式土器ではあるが、松本　完によれば午王山遺跡で久ヶ原式土器のࡳを出土す

る遺構はᏑᅾせ124、ࡎ ㌺中㸵㌺の住ᒃから山形ᩥのናࡸ㍯✚ࡳ⏎が出土しているが、その࡯とࢇど

が◚∦資料であると述࡭ている（松本 2007�S�287）。
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